
 

【基本施策】 

１４１４１４１４．．．．消防力消防力消防力消防力をををを強化強化強化強化するするするする 
 

【基本方針】 

 社会経済情勢と地域社会の変化により、災害も多様化・大規模化するなど、消防を取り巻く状況は変

化してきました。また、地球温暖化に伴う気候変動により、災害がいつ、どこで起きるか予測がつかず、

常に危険性をはらんでいます。このような災害に対応するため、危機意識の確立とともに、消防団・自

主防災組織等との連携による総合的な防災力の強化を図り、迅速な対応で住民の安全確保に努めます。 

 また、火災による焼死者をなくすことを目的に、平成２３年５月を期限として義務化された住宅用火

災警報器の設置を、全世帯に普及するよう積極的に啓発します。そして、救命率向上のため、消防と医

療との連携による救命処置等を検討するとともに、救急現場において市民による応急手当が速やかに実

施できるよう、ＡＥＤ使用を含めた普通救命講習会の受講を呼びかけ、救急体制の充実を図ります。 

 さらに、地域の防災力の向上のため、行政と消防団員、学校、自主防災組織、事業所等の関係団体と

が連携し、小・中・高校生を対象として、発達段階に応じて体系的に防災教育ができるよう検討します。 

 

【実施施策】 

 ◇消防防災体制の充実強化 ◇救急救命体制の充実 ◇防火安全対策の推進 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランクおよび方向性】 

基本施策基本施策基本施策基本施策    構成事務事業の状況 

    

実施施策 

H24 ランク H26 方向性 

 A B C 小計 
事務 

改善 

内容 

拡大 

内容 

縮小 
維持 終了 

廃止 

休止 
統合 小計 

消防力消防力消防力消防力をををを強化強化強化強化するするするする    1111    1111    0000    2222    0000    0000    0000    2222    0000    0000    0000    2222    

 消防防災体制の充実強化 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 

 救急救命体制の充実 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 

 防火安全対策の推進 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

【消防団員確保数／条例定員数】 

消防団の重要性を市民に周知し、地域防災力の向

上を図るための指標として、消防団員の充足率

100％を目指します。 

心肺蘇生法の実技指導を中心とした応急手当の

知識と技術を普及するため、普通救命講習会を実

施し救急救命体制の充実を図ります。 

普通救命講習の修了者数
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これまでの取組み成果 

緊急通信指令システムの運用を開始することができ、消防救急無線デジタル化整備に向けての基盤が

整った。 

消防車両の整備及び装備の充実、災害対応の研修及び集団救急総合訓練を通しスキルアップを図った。 

消防団の分団名を市民に分かりやすい分団名に改称し、地域にとって親しみのある小学校名や地区名

に変更した。 

サンドーム福井にて「さばえ防災フェア」を開催し、ステージイベント、フロアイベント、様々な体

験ブースを設け、防災・災害に対する心構えを学び、会場は多数（３，０００名以上）の来場者で賑わ

った。 

救急救命士を適正配置し、救急蘇生法のガイドライン改正に伴う講習会を開催し、普通救命講習受講

者増を図り、救急救命体制の充実を図った。 

防火対象物の立入検査年度計画を立て、検査・違反是正の強化を図り予防行政の推進を図った。 

 

今後の課題 

消防車両の整備及び装備力の充実強化、職団員のスキルの向上、災害に対する初動体制の強化が必要

である。 

消防団活動をイベント等でＰＲして団員の確保に結び付け、災害対応力の充実強化を図らなければな

らない。 

救急救命士のスキルアップ研修、救急蘇生法新ガイドラインの普及啓発と普通救命講習会の増を図り、

救急救命体制の充実が必要である。 

住宅用火災警報器全世帯設置とメンテナンスの啓発活動を行い、防火安全対策の推進を図ることが必

要である。 

 

今後の施策展開 

 消防車両及び消防施設を整備し、消防体制の充実強化を図る。 

消防団の処遇の改善と団員確保のため、消防団協力事業制度の活用やイベントを通して広報活動行う。 

救急講習カリキュラムの変更に伴い普通救命講習会を増やし、新設救急入門コースを小学校高学年児

童対象に実施し、救急救命体制の底辺拡大を目指す。 

防火対象物の立入検査を強化し、実態を把握、違反是正と出火防止対策を図る。 

住宅用火災警報器の設置率１００％を目指し、未設置宅、未調査宅への個別訪問を実施する。 

 

【総合評価】 

A    政策目標政策目標政策目標政策目標にににに向向向向けてけてけてけて高高高高いいいいレベルレベルレベルレベルでででで推移推移推移推移しているしているしているしている。。。。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24総合評価：B〉 


